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奄
美
復
帰
運
動
の
父

泉
芳
朗

ほ
う

ろ
う

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
八
月
五
日
、
奄
美
の
暑
い
夏

の
夜
が
明
け
る
頃
、
名
瀬
市
（
現
在
の
奄
美
市
名
瀬
）
の
高
千
穂

こ
ろ

な

ぜ

た

か

ち

ほ

神
社
の
境
内
は
、
各
地
か
ら
続
々
と
駆
け
つ
け
た
、
一
万
人
余
り

け
い
だ
い

か

の
人
々
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
そ
の
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
社
殿
で

断
食
を

※

か
れ

し
ゃ
で
ん

だ
ん
じ
き

、

。

行
っ
て
い
た
人
物
の
姿
を

一
目
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

、

、

そ
の
人
物
は

し
っ
か
り
と
し
た
足
ど
り
で
拝
殿
の
階
段
に
立
ち

は
い
で
ん

集
ま
っ
た
群
衆
を
前
に
、
自
作
の
詩
を
朗
読
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
北
緯
二
九
度
直
下

奇
妙
不
可
解
な
人
為
の
緯
線
が

※

ほ
く
い

き
み
ょ
う

じ
ん
い

い
せ
ん

の
ろ
わ
れ
た
民
族
の
死
線
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

そ
の
人
物
の
名
は
、
泉
芳
朗
。
彼
が
断
食
祈
願
を
行
っ
て
ま
で

だ
ん
じ
き
き
が
ん

【
泉
芳
朗
像
】

（
奄
美
市
）

【
断
食
】

一
定
期
間
、
自
発
的
に
食
物
を
断
つ

こ
と
。泉

が
断
食
祈
願
中
に
書
い
た
詩
。

※表
題
は
「
断
食
悲
願
。」

】

【
断
食
祈
願
を
行
う
泉
芳
朗

（

）

安
陵
会
所
蔵  
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願
っ
た
こ
と
と
は
、
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

遡

る
こ
と
六
年
前
の
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
八
月
十

さ
か
の
ぼ

五
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
受
け
入
れ
た
日
本
は
、
連
合
国
軍
に
占
領
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
翌
年
の
二
月
二
日
、
連
合
国
は
、
北
緯
三
十
度
以
南
の

口
之
島
か
ら
奄
美
諸
島
及
び
琉

球
諸
島
を
日
本
か
ら
分
離
し
、

く
ち
の
し
ま

り
ゅ
う
き
ゅ
う

ぶ
ん
り

米
軍
の
直
接
占
領
下
に
置
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
日
を

境
に
、
こ
れ
ら
の
島
々
の
人
々
は
、
日
本

本
土
と
自
由
に
行
き
来

※

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

本
土
と
切
り
離
さ
れ
、
生
活
に
必
要
な
物
資
が
入
っ
て
こ
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
奄
美
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
食

糧
不
足
は

し
ょ
く
り
ょ
う

酷
く
な
る
一
方
で
し
た
。
戦
後
で
、
こ
れ
と
い
っ
た
仕
事
も
あ
り

ひ
どま

せ
ん
。
生
き
て
い
く
た
め
、
本
土
に
仕
事
を
求
め
て
密
航
し
た

り
、
特
産
の
黒
糖
を
本
土
で
売
っ
て
食
糧
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を

【
本
土
】、

、「

」

当
時

北
緯
三
十
度
以
北
は

本
土

と
呼
ば
れ
た
。

【
北
緯
三
十
度
線
】
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持
ち
帰
る
た
め
に
更
に
密
航
を
し
た
り
す
る
人
々
も
い
ま
し
た
。

さ
ら

ま
た
、
本
土
で
は
、
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
に
日
本

国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
新
し
い
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
奄
美

し
こ
う

に
は
新
し
い
教
科
書
す
ら
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
土
と
同

じ
教
育
を
奄
美
の
子
ど
も
た
ち
に
も
行
お
う
と
、
小
学
校
と
中
学

校
の
教
師
が
、
新
し
い
教
科
書
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
命
が
け
で

本
土
に
渡
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

奄
美
の
人
々
は
、
日
本
本
土
と
切
り
離
さ
れ
て
以
降
、
復
帰
を

果
た
す
た
め
に
様
々
な
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い
は

叶
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
な

、

（

）

そ
の
よ
う
な
中

ア
メ
リ
カ
は
一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

に
入
り
、
日
本
を
独
立
さ
せ
る
た
め
の
講
和
条
約
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
講
和
条
約
の
草
案
の
内
容
は

「
北

、

緯
二
十
九
度
以
南
の
南
西
諸
島
を
米
軍
の
信
託
統
治
下
に
置
く

」。

【
関
連
年
表
】

一
九
〇
五
年

誕
生

一
九
二
四
年

鹿
児
島
県
立
第
二
師
範
学
校
卒
業
。

同
年
、
赤
木
名
小
学
校
に
勤
務
。

一
九
二
五
年

古
仁
屋
小
学
校
勤
務
。

一
九
二
六
年

母
校
、
面
縄
小
学
校
勤
務
。

一
九
二
八
年

上
京
し
、
千
駄
ヶ
谷
小
学
校
勤
務
。

一
九
三
九
年

徳
之
島
へ
帰
郷
。

一
九
四
一
年

伊
仙
国
民
学
校
に
勤
務
。

一
九
四
三
年

神
之
嶺
国
民
学
校
校
長
。

一
九
四
五
年

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
。

一
九
四
六
年

大
島
郡
の
視
学
と
な
る
。

【
調
べ
て
み
よ
う
】

占
領
下
の
人
々
の
暮
ら
し
と
、
今
の

、

。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を

比
べ
て
み
よ
う
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と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
条
約
が
結
ば
れ
る
と
、
奄
美
の

復
帰
は
更
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

「
生
活
が
苦
し
い
。
早
く
日
本
に
帰
り
た
い

「
日
本
人
を
日
本

。」

に
帰
せ

」
と
い
う
人
々
の
強
い
思
い
は
日
に
日
に
高
ま
り
、
一

。

九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
二
月
に
、
奄
美
大
島
日
本
復
帰
協

議
会
が
結
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
初
代
議
長
に
就
任
し
た
の
が
、
泉

芳
朗
で
し
た
。

泉
は
、
元
々
は
小
学
校
の
教
師
で
、
神
之
嶺
小
学
校
（
当
時
は

神
之
嶺
国
民
学
校
）
の
校
長
に
な
っ
た
後
に
、
大
島
地
区
の

視
学

※
し
が
く

に
任
用
さ
れ

教
師
達
の
指
導
を
行
い
ま
し
た

ま
た

視
学
を
辞

、

。

、

や

め
て
か
ら
も
、
詩
人
と
し
て
各
地
の
青
年
団
や
婦
人
団
体
に
文
学

の
指
導
を
行
い
、
誰
に
対
し
て
も
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
る

だ
れ

包
容
力
の
あ
る
人
柄
が
、
周
囲
の
信
頼
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

し
ん
ら
い

し
か
し
、
そ
の
一
方
で

「
金
儲
け
に
な
ら
な
い
仕
事
は
、
泉

、
か
ね
も
う

に
任
せ
て
お
け
。
祖
国
復
帰
な
ん
て
実
現
で
き
な
い

」
と
の
冷

。

一
九
五
一
年

奄
美
大
島
復
帰
協
議
会
議
長
に
就
任
。

一
九
五
二
年

名
瀬
市
市
長
に
当
選
。

一
九
五
三
年

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰
。

一
九
五
九
年

死
去

【
視
学
】

戦
前
の
日
本
の
教
育
行
政
官
。
各
学。

校
の
視
察
や
指
導
監
督
を
行
っ
て
い
た

【
三
島
村
と
十
島
村
】

現
在
の
鹿
児
島
郡
三
島
村
と
鹿
児
島

郡
十
島
村
は
、
こ
の
時
、
北
緯
三
十
度

線
で
分
断
さ
れ
、
口
之
島
以
南
が
連
合

国
軍
の
占
領
下
と
な
っ
た
。
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や
や
か
な
声
や

「
血
を
流
さ
ず
し
て
、
本
当
に
祖
国
復
帰
で
き

、

る
だ
ろ
う
か
。
空
襲
の
よ
う
な
酷
い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
り
し
な
い

く
う
し
ゅ
う

ひ
ど

あ

だ
ろ
う
か

」
と
い
う
不
安
の
声
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
そ

。

の
よ
う
な
中
で
、
議
長
と
な
っ
た
泉
は
、
周
囲
の
人
々
に
「
復
帰

運
動
は
、
民
族
運
動
で
あ
り
、
民
族
運
動
は
暴
力
に
訴
え
て
は
い

う
っ
た

け
な
い

「
我
々
の
復
帰
運
動
は
あ
く
ま
で
、
平
和
主
義
で
い
こ

。」

う
。
非
暴
力
主
義
で
い
こ
う
。
無
抵
抗
の
抵
抗
で
い
こ
う

」
と

。

む
て
い
こ
う

訴
え
ま
し
た
。

復
帰
運
動
の
第
一
歩
は

署
名
運
動
か
ら
始
ま
り
、
ま
た
、
署
名

※

運
動
と
並
行
し
て
、
当
時
の
日
本
政
府
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
等

げ
ん
す
い

へ
の
電
報
に
よ
る
陳

情
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ち
ん
じ
ょ
う

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
七
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た

祖
国
復
帰
総
決
起
大
会
で
は
、
会
場
の
名
瀬
小
学
校
校
庭
に
、
市

民
一
万
人
余
が
集
ま
り
ま
す
。
開
会
直
前
に
米
軍
に
よ
る
猛
烈
な

も
う
れ
つ

反
対
を
受
け
ま
し
た
が
、
泉
は
、

【
署
名
運
動
】

、

、

記
録
に
よ
る
と

わ
ず
か
三
か
月
で

十
三
万
九
千
三
百
四
十
八
人
の
署
名
が

集
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

【
署
名
運
動
の
様
子
】

（
奄
美
博
物
館
所
蔵
）
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「

、

、

こ
の
郡
民
あ
げ
て
の
祖
国
復
帰
へ
の
純

粋
な
願
い
は

だ
れ
も

じ
ゅ
ん
す
い

ま
た
、
ど
ん
な
力
を
も
っ
て
し
て
も
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

お
さ

日
本
人
は
日
本
に
帰
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
を
、
た
だ
必
死
に

訴
え
て
い
る
の
で
す

」。

う
っ
た

と
一
歩
も
引
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
奄
美
諸
島
の
全
て
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

す
べ

ま

こ

運
動
は
日
を
追
っ
て
勢
い
を
増
し
て
い
き
、
そ
の
後
、
各
地
で
の

祖
国
復
帰
決
起
集
会
は
、
計
二
十
七
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
八
月
に
名
瀬
市
で
開
か
れ
た

決
起
集
会
で
、
泉
は

「
祖
国
復
帰
の
民
族
的
悲
願
を
、
断
食
で

、

世
界
に
訴
え
よ
う
で
は
な
い
か

」
と
提
案
し
、
ま
ず
自
ら
、
高

。

千
穂
神
社
で
五
日
間
の
断
食
祈
願
に
入
り
ま
し
た
。

『
泉
芳
朗
、
断
食
に
入
る
』

の
知
ら
せ
は
、
直
ち
に
奄
美
全
島
に
伝
わ
り
、
各
地
で
続
々
と
決
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起
集
会
が
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
老
人
ま
で
の
参
加
者
た
ち
も
、

そ
の
場
で
二
十
四
時
間
の
集
団
断
食
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

様
子
は

「
奄
美
の

ガ
ン
ジ
ー
」
と
し
て
大
き
く
全
国
紙
で
取
り

、

※

上
げ
ら
れ
、
復
帰
運
動
が
本
土
の
人
々
に
も
広
く
伝
え
ら
れ
た
の

で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
で
は
、
国
歌
の
斉

唱
も
国
旗
の

せ
い
し
ょ
う

掲
揚
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

し
か
し
泉
は

一
九
五
二
年

昭

。

、

（

け
い
よ
う

和
二
十
七
年
）
四
月
、
多
く
の
小
・
中
学
生
や
高
校
生
が
参
加
す

る
祖
国
復
帰
郡
民
大
会
で
壇

上
に
立
ち
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
手
製
の

だ
ん
じ
ょ
う

日
の
丸
の
旗
を
取
り
出
し
て
掲
げ
、

か
か

「
奄
美
の
子
ど
も
た
ち
よ
。
君
た
ち
は
日
本
人
だ
。
日
本
人
で
あ

る
こ
と
を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
旗
を
し
っ
か
り

と
見
な
さ
い
。
日
の
丸
の
旗
だ
。
よ
く
覚
え
て
お
い
て
欲
し
い
。

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い

」。

【
ガ
ン
ジ
ー
】

イ
ン
ド
の
独
立
運
動
の
指
導
者
。

当
時
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
イ

ン
ド
で
「
非
暴
力
・
不
服
従
」
の
独
立

運
動
を
展
開
し
た
。
一
九
四
八
年
（
昭

和
二
十
三
年
）
に
七
十
八
歳
で
暗
殺
さ

れ
た
。
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と
、
声
高
ら
か
に
語
り
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
泉
は
米
軍
の
厳

し
い
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
九
月
、
泉
は
復
帰
協
議
会
や

青
年
た
ち
の
後
押
し
を
受
け
、
名
瀬
市
長
に
選
ば
れ
ま
す
。
就
任

後
す
ぐ
に
、
泉
は
、
当
時
の
鹿
児
島
県
知
事
に
復
帰
を
要
請
す
る

よ
う
せ
い

と
と
も
に
、
東
京
で
も
吉
田
茂
首
相
や
岡
崎
勝
男
外
務
大
臣
、
ア

、

。

メ
リ
カ
大
使
と
会
見
を
行
い

奄
美
の
祖
国
復
帰
を
訴
え
ま
し
た

こ
う
し
て
復
帰
運
動
が
大
き
く
動
き
出
す
中

一
九
五
三
年

昭

、

（

和
二
十
八
年
）
八
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
が

「
ア

、

メ
リ
カ
政
府
は
奄
美
群
島
を
日
本
に
返
還
す
る
用
意
が
あ
る

」
。

へ
ん
か
ん

と
の

声
明
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
声
明
を
受
け
て
、
奄
美
で
は
、

※
せ
い
め
い

家
々
に
日
の
丸
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
、
人
々
の
万
歳
の
声
が
沸
き
上

ば
ん
ざ
い

わ

が
り
ま
し
た
。
祖
国
復
帰
の
願
い
が
、
つ
い
に
現
実
の
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
す
。

【
ダ
レ
ス
声
明
】

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
、
ア
）

メ
リ
カ
の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
は
、
韓
国

か
ら
の
帰
路
来
日
し
、
東
京
で
の
記
者

会
見
で
、
奄
美
群
島
の
返
還
を
発
表
し

た
。

【
考
え
て
み
よ
う
】

こ
の
と
き
の
、
泉
の
思
い
を
考
え
て

み
よ
う
。
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、

、

そ
し
て

声
明
か
ら
四
か
月
後
の
十
二
月
二
十
五
日
午
前
零
時

れ
い

奄
美
群
島
は
日
本
に
復
帰
を
果
た
し
ま
す
。
八
年
間
に
及
ぶ
復
帰

運
動
が
、
や
っ
と
実
を
結
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。

、

。

当
時
の
新
聞
は

当
日
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す

「
幾
百
、
幾
千
の
顔
が
泣
い
て
い
る
。
悲
願
八
年
ぶ
り
に
奄
美
大

島
一
市
五
町
十
四
ヵ
村
、
二
十
二
万
島
民
は
祖
国
日
本
の
ふ
と
こ

ろ
に
帰
っ
て
き
た
。
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
。
こ
の
日

を
二
十
二
万
島
民
は
生
き
て
い
る
限
り
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
い
ま
、
奄
美
の
島
々
に
打
寄
せ
る
波
は
祖
国
に
通
い
、
雲
間

が
く
れ
に
の
ぞ
く
太
陽
は
日
本
の
太
陽
だ

」。

復
帰
祝
賀
集
会
で
、
泉
は
叫
び
ま
し
た
。

さ
け

「
こ
れ
で
八
年
間
の
苦
悩
は
一
変
し
て
、
今
日
、
こ
の
日
の
我
々

は
、
本
当
の
日
本
人
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、
み
ん
な

で
日
の
丸
を
掲
げ
、
希
望
と
喜
び
に
、
胸
を
大
き
く
広
げ
て
、
背

骨
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
、
奄
美
大
島
復
帰
万
々
歳
を
三
唱
し
、
平

【
奄
美
群
島
返
還
日
米
調
印
】

十
二
月
二
十
四
日
、
日
米
間
で
、
奄

美
群
島
返
還
日
米
協
定
調
印
が
執
り
行

わ
れ
た
。
な
お
、
北
緯
二
九
度
以
北
の

口
之
島
か
ら
小
宝
島
ま
で
（
現
在
の
鹿

児
島
郡
十
島
村
）
は
、
こ
の
一
年
前
に

日
本
に
復
帰
を
果
し
て
い
る
。
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和
な
楽
し
い
郷
土
復
興
の
第
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
そ
う
で
は
あ

ふ

り
ま
せ
ん
か
。
鹿
児
島
県
大
島
郡
バ
ン
ザ
ー
イ
、
バ
ン
ザ
ー
イ
、

バ
ン
ザ
ー
イ
…
」

現
在
の
奄
美
諸
島
で
は
、
十
二
月
二
十
五
日
が
「
日
本
復
帰
記

念
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
丁
度
ク
リ
ス
マ

ち
ょ
う

ど

ス
に
も
あ
た
る
同
日
に
は
、
各
地
で
記
念
の
集
い
が
催
さ
れ
、
復

つ
ど

も
よ
お

帰
運
動
の
父
と
し
て
、
泉
の
こ
と
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

つ

「
泉
先
生
は
、
情
熱
的
な
詩
人
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
人

類
愛
と
燃
え
る
よ
う
な
郷
土
愛
を
持
っ
た
方
で
し
た
。
こ
の
思
い

が
、
多
く
の
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
復
帰
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

ゆ

な
っ
た
の
で
し
ょ
う

」。

泉
と
共
に
復
帰
運
動
に
携
わ
っ
た
経
験
を
も
つ
奄
美
の
人
達

た
ず
さ

は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
泉
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
ま
す
。

【
日
本
復
帰
運
動
発
祥
の
地
の
石
碑
】

【
復
帰
を
喜
ぶ
泉
芳
朗
】

（
奄
美
博
物
館
所
蔵
）


